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史
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叢
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大
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二
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編

飯
沼
新
田
史
料
０

学
習
院
大
学
史
料
館
発
行





序 文

序

文

こ
れ
は
、
わ
れ
わ
れ

「農
村
史
研
究
会
」
の
メ
ン
バ
ー

（小
林
雅
子

・
斎
藤
洋

一
・
佐
藤
常
雄

。
須
田
肇

・
高
沢
憲
治

・
林
敬

・
山
中

清
孝
お
よ
び
大
石
）
が
お
こ
な
っ
て
い
る
飯
沼
新
田
研
究
に
関
連
す
る
史
料
集
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
に
す
で
に

『飯
湖
新
発
記
』
①
Ｏ
と
、

『飯
沼
新
田
史
料
』
日
を
だ
し
て
お
り
、
こ
れ
は
そ
れ
に
続
く
も
の
で
あ
る
。

わ
れ
わ
れ
は
こ
の
飯
沼
新
田
お
よ
び
そ
の
周
辺
地
域
調
査
に
あ
た
っ
て
は
、
二
つ
の
原
則
を
た
て
た
。

そ
の
一
つ
は
、
論
文
を
書
く
た
め
だ
け
の
虫
喰
い
的
史
料
採
訪
を
せ
ず
に
、
関
連
史
料
は
悉
皆
調
査
を
し
よ
う
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

新
田
が
大
き
く
、
こ
れ
に
関
係
す
る
村
々
が
多
い
た
め
、
史
料
所
蔵
者
は
予
想
外
に
多
く
、
ま
た
所
蔵
史
料
も
思
い
の
外
の
点
数
を
数
え

た
が
、
わ
れ
わ
れ
は
そ
の
す
べ
て
を
整
理
し
、
そ
の
各
々
に
つ
い
て
目
録
を
作

っ
た
。
こ
の
目
録
は
費
用
の
関
係
で
騰
写
刷
り
で
あ
る
が
、

機
会
が
あ
れ
ば
い
ず
れ

『飯
沼
新
田
関
係
史
料
目
録
』
と
し
て
一
冊
に
ま
と
め
刊
行
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

第
二
は
、
こ
の
調
査
が
終

っ
た
と
こ
ろ
で
、
各
自
論
文
を
ま
と
め
る
こ
と
で
あ
る
が
、
主
要
史
料
は
公
刊
す
る
こ
と
で
共
通
の
上
俵
を

つ
く
っ
て
お
こ
う
と
し
た
こ
と
で
あ
る
。
『飯
湖
新
発
記
』
①
”
は
い
う
ま
で
も
な
く
飯
沼
新
田
に
関
す
る
基
本
史
料
で
あ
る
が
、
そ
の

内
容
は
飯
沼
新
田
開
発
事
業
に
関
連
し
て
の
史
料
で
あ
り
、
時
代
も
事
業
完
了
時
ま
で
で
終

っ
て
い
る
。
し
か
し
新
田
は
そ
の
後
も
、
江

戸
時
代
だ
け
で
約

一
四
〇
年
も
の
歴
史
を
持

っ
て
お
り
、
ま
た
そ
れ
と
密
接
に
関
連
し
て
動
く
数
多
く
の
村
々
の
歴
史
が
あ
っ
た
。

「
飯
沼
新
田
史
料
』
Ｈ
日
は
、
こ
の
よ
う
な
史
料
の
な
か
か
ら
、
重
要
と
思
わ
れ
る
も
の
を
選
ん
で
編
集
し
た
も
の
で
、
い
に

「村
」

「
土
地
」
「
戸
口
」
翌
日
請
」
関
係
史
料
を
収
め
た
の
に
た
い
し
、
日
は
そ
れ
に
つ
づ
い
て

「開
発
」
「生
産
」
「貢
租
」
「訴
訟
」
「流
通
」



関
係
の
史
料
を
収
録
し
て
い
る
。
史
料
集
は
こ
れ
で

一
応
段
落
を
つ
け
、
わ
れ
わ
れ
は
い
よ
い
よ
本
来
の
目
的
で
あ
る
研
究
に
と
り
か
か

り
た
い
、
と
思
っ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
飯
沼
新
田
地
域
は
陸
の
孤
島
と
い
わ
れ
る
だ
け
あ
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
は
調
査
に
あ
た
っ
て
の
足
の
不
便
に
ひ
と
か
た
な
ら
ぬ

苦
労
を
し
た
。
そ
の
た
め
調
査
の
初
期
の
段
階
で
は
、
経
済
学
部
の
大
石
ゼ
ミ
の
卒
業
生
で
あ
る
根
本
憲
治
君
に
車
を
提
供
し
て
も
ら
っ

た
。
こ
こ
に
記
し
て
御
礼
を
申
し
あ
げ
る
次
第
で
あ
る
。
そ
の
後
佐
藤

・
林
両
君
が
相
つ
い
で
運
転
を
習
い
車
を
手
に
い
れ
た
。

さ
て
こ
の
調
査
に
つ
い
て
は
、
メ
ン
バ
ー
の
私
費
を
原
則
と
し
た
が
、
「江
戸
時
代
中
期
に
お
け
る
耕
地
開
発

の
基
礎
研
究
」
と
題
す

る
私
を
研
究
代
表
者
と
す
る
研
究
に
、
日
本
私
学
振
興
財
団
か
ら
学
術
振
興
資
金
と
し
て
九
〇
〇
万
円

（三
〇
〇
万
円
ず
つ
三
年
間
）
い

た
だ
い
た
の
が
、
こ
の
研
究
お
よ
び
史
料
集
刊
行
に
大
変
役
立
っ
た
こ
と
を
記
し
て
お
き
た
い
。

最
後
に
本
書
刊
行
の
経
緯
に
つ
い
て

言
言
し
て
お
き
た
い
。
本
書
の
刊
行
作
業
に
は
、
大
石
以
下
、
小
川
紀
子

・
斎
藤
洋

一
・
須
田

肇

。
副
島
由
美
子

・
浜
田
佳
代
子
の
史
料
館
員
が
あ
た
っ
た
。
た
だ
し
本
書
の
も
と
と
な
っ
た
史
料
調
査

・
収
集
お
よ
び
原
稿
作
成
等
に

つ
い
て
は
、
前
記
農
村
史
研
究
会
の
小
林

・
佐
藤

・
高
沢

。
林
の
諸
君
か
ら
多
大
の
ご
協
力
を
得
た
。
記
し
て
謝
意
を
表
す
る
。

お
わ
り
に
あ
た
り
、
い
つ
も
快
く
家
蔵
の
貴
重
な
古
文
書
の
閲
覧
を
お
許
し
い
た
だ
い
て
い
る
所
蔵
者
の
皆
様
、
そ
し
て
学
習
院
大
学

史
料
館
叢
書
の
創
設
と
刊
行
を
背
後
で
支
え
て
下
さ
っ
た
学
校
当
局
の
皆
様
に
厚
く
御
礼
を
申
し
あ
げ
ま
す
。

昭
和
五
十
八
年
三
月
十
日

嘗

奨

重

醤

長

大

石

慎

二

郎
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飯
沼
新
田
開
発
願
い
に
つ
き
仲
間
連
判
状

（寛
文
９
年
霜
月
）

芦
ケ
谷
村
他
三
カ
村
と
芦
ケ
谷
村
他

一
ヵ
村
の
入
会
野
境
道
筋
決
定
に
つ
き
取
替
証
文

（貞
享
４
年
６
月
）

声
ケ
谷
村
他
三
ヵ
村
刈
合
原
村
々
最
寄
の
割
取
許
可
願
書

（貞
享
４
年
７
月
）

原
を
め
ぐ
る
七
五
三
場
村
と
の
出
入
の
対
処
方
連
判
手
形

（元
禄
５
年
６
月
）

村
草
刈
場
原
を
め
ぐ
る
七
五
三
場
村
と
の
出
入
に
つ
き
村
中
連
判
状

（元
禄
５
年
６
月
）

仁
連
村
の
原
は
七
五
三
場
村
の
主
張
す
る
刈
合
原
で
は
な
い
旨
の
口
上
書

（元
禄
５
年
８
月
）

原
を
め
ぐ
る
七
五
三
場
村

・
諸
川
村
と
の
出
入
に
つ
き
惣
百
姓
連
判
手
形

（元
禄
５
年
８
月
）

仁
連
村
草
刈
場
が
七
五
三
場
村
と
の
入
会
で
あ
る
と
い
う
先
例
は
な
い
旨
の
連
判
証
文

（元
禄
５
年
８
月
）

こ
れ
ま
で
上
弓
田
村
百
姓
の
と
こ
ろ
下
弓
田
村
百
姓
に
し
て
ほ
し
い
旨
の
願
書

（元
禄
６
年
３
月
）

弓
田
村
惣
検
地
に
際
し
田
畑
取
立
て
の
褒
美
と
し
て
歩
広
に
す
べ
き
旨
な
ど
の
申
渡
書

（元
禄
６
年
３
月
）

新
畑
取
立
て
の
褒
美
と
し
て
二
十
七
町
歩
の
山
を
宛
行
う
旨
の
証
文

（元
禄
９
年
正
月
）



仁
連
村
原
の
内
ま
た
は
沼
端
通
り
の
新
田
畑
開
発
許
可
願
書

（元
禄
８
年
３
月
）

飯
沼

へ
新
堀
を
つ
け
悪
水
を
落
と
す
こ
と
の
許
可
願
書

（宝
永
３
年
７
月
）

飯
沼
の
悪
水
落
堀
願
い
が
叶
い
沼
水
が
干
上
っ
た
際
の
取
計
い
方
に
つ
き
取
替
証
文

（宝
永
３
年
７
月
）

沼
谷
原
干
上
り
は
五
ヵ
村
入
会
地
ゆ
え
我
儘
な
新
開
は
不
可
と
断

っ
た
旨
の
口
上
書

（宝
永
３
年
９
月
）

飯
沼
新
田
開
発
を
望
む
者
と
望
ま
な
い
者
と
が
和
談
す
る
よ
う
に
と
の
了
簡
願
書

（宝
永
４
年
正
月
）

五
ヵ
村
入
会
の
沼
谷
原
千
上
り
地
を
各
村
付
に
し
て
ほ
し
い
旨
の
願
書

（宝
永
４
年
）

馬
場
村
か
ら
膀
示
杭
を
抜
捨
て
田
作
を
荒
し
た
と
訴
え
ら
れ
た
崎
房
村
の
返
答
書

（宝
永
５
年
Ｈ
月
）

馬
場
村
他
四
ヵ
村
入
会
沼
は
開
発
せ
ず
先
規
通
り
五
ヵ
村
入
会
沼
に
す
る
旨
の

一
札

（宝
永
６
年
４
月
）

飯
沼
新
田
取
立
て
請
負
仲
間
へ
加
入
に
つ
き
地
先
受
取
方
取
決
め

一
札

（正
徳
元
年
８
月
）

飯
沼
二
番
新
田
成
就
の
節
の
地
面
割
合
方
連
判
証
文

（正
徳
元
年
８
月
）

開
発
割
合
方
な
ど
す
べ
て
指
示
に
従
い
背
か
な
い
旨
の
惣
百
姓
連
判
手
形

（正
徳
４
年
２
月
）

本
畑
の
み
を
耕
作
す
る
方
が
勝
手
な
の
で
高
割
さ
れ
た
新
畑
を
譲
渡
す
る
旨
の
一
札

（正
徳
４
年
３
月
）

猿
島
郡
仁
連
町
御
用
留
な
ら
び
に
諸
事
覚
帳

（享
保
６
年
ｔ
ｌＯ
年
）

飯
沼
新
開
に
と
も
な
う
沼
漁
猟
方
な
ど
に
つ
き
二
十
四
ヵ
村
議
定
書

飯
沼
水
抜
き
新
堀
普
請
請
負
証
文

（享
保
１０
年
正
月
）

飯
沼
新
田
自
分
割
取
り
町
歩
の
内
か
ら
六
十
町
歩
を
渡
す
旨
な
ど
の
証
文

（享
保
１０
年
４
月
）

飯
沼
新
田
貴
殿
割
取
り
町
歩
の
内
六
十
町
歩
を
引
請
開
発
す
る
旨
な
ど
の
証
文

（享
保
１０
年
４
月
）

飯
沼
新
田
地
代
金
二
十
両
の
請
取

（享
保
１０
年
５
月
）

lV
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（享
保
９
年
１２
月
）
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御
普
請
入
用
金
百
四
十
八
両
の
預
り
証
文

（享
保
１０
年
５
月
）

東
山
田
村
雑
木
御
林
の
内
百
町
歩
の
開
発
許
可
願
書

（享
保
１０
年
８
月
）

飯
沼
水
抜
き
新
堀
に
よ
る
潰
地
代
金
の
請
取

（享
保
１０
年
１０
月
）

恩
名
村
分
払
地
の
絵
図
面
に
よ
る
譲
渡
証
文

（享
保
１０
年
極
月
）

新
田
出
来
地
分
割
方
な
ど
に
つ
き
崎
房
村
三
太
夫

・
吉
右
衛
間
の
取
替
証
文

（享
保
Ｈ
年
４
月
）

飯
沼
水
抜
き
新
堀
拝
借
金
四
十
両
の
請
取

（享
保
Ｈ
年
６
月
）

持
正
院
を
長
左
衛
門
新
田
へ
引
寺
し
た
く
許
可
願
書

（享
保
１１
年
７
月
）

飯
沼
な
ら
び
に
八
ヵ
所
新
田
用
水
を
常
水
か
か
り
に
し
て
ほ
し
い
旨
な
ど
の
願
書

（享
保
１２
年
２
月
）

幸
手
領
本
郷
村
武
右
衛
門
の
出
所
証
文

（享
保
１２
年
３
月
）

飯
沼
新
田
割
取
り
残
地
買
取
り
証
文

（享
保
１２
年
５
月
）

埼
玉
郡
下
高
岩
村
百
姓
与
兵
衛
悴
平
兵
衛
妻
子
共
二
人
の
身
元
引
請
証
文

（享
保
１２
年
７
月
）

仁
連
町
善
右
衛
門
分
地

・
恩
名
村
分
地
よ
り
の
買
請
地
の
猿
島
郡
内
で
の
一
村
立
願
書

（享
保
１２
年
１１
月
）

恩
名
村
分
地
の
内
二
十
三
町
歩
の
売
渡
し
証
文

（享
保
１２
年
Ｈ
月
）

恩
名
村
分
地
三
十
三
町
歩
に
か
か
っ
た
諸
色
諸
役
金
の
請
取

（享
保
１２
年
極
月
）

恩
名
村
分
地
の
内
間
中
村
長
左
衛
門
へ
売
却
分
の
諸
役
な
ど
勤
め
方
に
つ
き
願
書

飯
沼
新
田
籾
種
子
代
金
指
引
方

。
返
納
金
上
納
方
取
決
め
証
文

（享
保
１２
年
１２
月
）

飯
沼
新
田
買
請
地
の
拝
借
返
上
納
金
な
ど
滞
り
に
つ
き
地
所
譲
渡
証
文

（享
保
１３
年
８
月
）

飯
沼
新
田
御
普
請
金
返
納
不
納
の
訳
書
な
ら
び
に
残
金
上
納
日
限
承
知
の
証
文

（享
保
１４
年
間
９
月
）

（享
保
１２
年
１２
月
）
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吉
田
新
井
筋
分
水
玖
樋
関
枠
見
守
役
任
命
に
つ
き
三
反
歩
年
貢
諸
役
免
除
の
申
渡
書

（享
保
１４
年
Ю
月
）

沓
掛
村
潰
百
姓
が
孫
兵
衛
新
田
出
百
姓
に
な
る
際
の
証
文

（享
保
１５
年
４
月
）

沓
掛
村
百
姓
が
孫
兵
衛
新
田
出
百
姓
に
な
る
際
の
証
文

（享
保
１５
年
５
月
）

沓
掛
村
百
姓
が
孫
兵
衛
新
田
出
百
姓
に
な
る
際
の
証
文

（享
保
１５
年
６
月
）

渡
呂
賦
原
の
う
ち
長
左
衛
門
請
新
田
地
代
金
の
皆
済
覚

（享
保
１５
年
１０
月
）

飯
沼
縁
り
御
林
新
開
引
請
町
歩
地
代

・
立
木
代
金
の
去
西
年
分
皆
済
覚

（享
保
１５
年
Ю
月
）

一
人
請
新
田
格
別
難
渋
に
つ
き
来
作
収
納
ま
で
の
救
助
願
書

（享
保
１５
年
１０
月
）

葛
飾
郡
八
子
村
百
姓
が
孫
兵
衛
新
田
出
百
姓
に
な
る
際
の
証
文

（享
保
１５
年
Ｈ
月
）

葛
飾
郡
八
子
村
百
姓
家
内
女
へ
の
関
所
通
行
証
文
下
付
願
書

（享
保
１５
年
１２
月
）

孫
兵
衛
新
田
出
百
姓
家
数

。
人
数
改
め
に
つ
き
書
上

（享
保
１６
年
３
月
）

御
林
新
開
引
請
町
歩
地
代

・
立
木
代
金
の
去
成
年
分
皆
済
覚

（享
保
１６
年
８
月
）

飯
沼
新
田
質
地
買
請
証
文

（享
保
１６
年
８
月
）

埼
玉
郡
上
内
村
百
姓
が
孫
兵
衛
新
田
出
百
姓
に
な
る
際
の
証
文

（享
保
１８
年
２
月
）

葛
飾
郡
中
島
村
百
姓
が
孫
兵
衛
新
田
出
百
姓
に
な
る
際
の
証
文

（享
保
１８
年
２
月
）

字
金
戸
の
霞
野
を
大
生
郷
村
新
田
三
組
が
買
請
け
て
廟
所
堂
地
に
し
た
旨
の
証
文

飯
沼
新
田
相
続
方
に
つ
き
村
々
願
い
の
趣
意
上
申
書

（元
文
５
年
７
月
）

干
鰯
代
金
返
納
滞
り
出
入
は
内
証
で
済
む
筈
の
上
申
書

（元
文
６
年
３
月
）

飯
沼
新
田
諸
覚
書
よ
り
信
州
松
本
平
新
開

一
件
抜
粋

（寛
保
２
年
―
延
享
元
年
）

（元
文
４
年
７
月
）

．

６７

‥
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埼
玉
郡
上
内
村
百
姓
家
内
女

へ
の
関
所
通
行
証
文
下
付
願
書

（寛
延
３
年
４
月
）

長
左
衛
門
新
田
の
入
百
姓
に
な
る
葛
飾
郡
新
井
村
百
姓
へ
の
関
所
手
形
下
付
願
書

（寛
政
４
年
２
月
）

長
左
衛
門
新
田
へ
引
越
の
葛
飾
郡
新
井
村
百
姓
の
人
別
送
り
状

（寛
政
４
年
９
月
）

当
御
役
所
様
へ
長
左
衛
門
新
日
入
百
姓
御
引
渡
し
に
つ
き
願
書

（寛
政
４
年
１２
月
）

長
左
衛
門
新
田
へ
引
越
の
豊
田
郡
加
養
村
百
姓
の
人
別
送
り
状

（寛
政
５
年
二
月
）

長
左
衛
門
新
田
へ
引
越
の
豊
田
郡
加
養
村
百
姓
の
人
別
送
り
状

（寛
政
５
年
正
月
）

長
左
衛
門
新
田
へ
引
越
の
豊
田
郡
加
養
村
百
姓
の
人
別
送
り
状

（寛
政
５
年
正
月
）

長
左
衛
門
新
田
入
百
姓
引
越
完
了
に
つ
き
手
当
残
金
下
付
願
書

（寛
政
５
年
２
月
）

長
左
衛
門
新
田
へ
引
越
の
豊
田
郡
加
養
村
百
姓
の
人
別
送
り
状

（寛
政
５
年
２
月
）

長
左
衛
門
新
田
へ
引
越
の
豊
田
郡
加
養
村
百
姓
の
人
別
送
り
状

（寛
政
５
年
２
月
）

長
左
衛
門
新
田
へ
引
越
の
豊
田
郡
加
養
村
百
姓
の
人
別
送
り
状

（寛
政
５
年
２
月
）

長
左
衛
門
新
田
へ
引
越
の
豊
田
郡
鯨
村
百
姓
の
人
別
送
り
状

（寛
政
５
年
２
月
）

長
左
衛
門
新
田
へ
引
越
の
豊
田
郡
鯨
村
百
姓
の
人
別
送
り
状

（寛
政
５
年
２
月
）

長
左
衛
門
新
田
へ
引
越
の
豊
田
郡
鯨
村
百
姓
の
人
別
送
り
状

（寛
政
５
年
２
月
）

長
左
衛
門
新
田
へ
引
越
の
豊
田
郡
新
宗
道
村
百
姓
人
別
送
り
状

（寛
政
５
年
２
月
）

長
左
衛
門
新
田
へ
引
越
の
豊
田
郡
新
宗
道
村
百
姓
人
別
送
り
状

（寛
政
５
年
２
月
）

‥

８７
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長
左
衛
門
新
田
へ
引
越
の
豊
田
郡
新
宗
道
村
百
姓
人
別
送
り
状

（寛
政
５
年
２
月
）

長
左
衛
門
新
田
へ
引
越
の
豊
田
郡
肘
谷
村
百
姓
の
人
別
送
り
状

（寛
政
５
年
２
月
）

長
左
衛
門
新
田
へ
引
越
の
豊
田
郡
肘
谷
村
百
姓
の
人
別
送
り
状

（寛
政
５
年
２
月
）

長
左
衛
門
新
田
へ
引
越
の
豊
田
郡
肘
谷
村
百
姓
の
人
別
送
り
状

（寛
政
５
年
２
月
）

長
左
衛
門
新
田
へ
引
越
の
豊
田
郡
若
宮
戸
村
百
姓
人
別
送
り
状

（寛
政
５
年
２
月
）

長
左
衛
門
新
田
へ
引
越
の
豊
田
郡
若
宮
戸
村
百
姓
人
別
送
り
状

（寛
政
５
年
２
月
）

長
左
衛
門
新
田
へ
引
越
の
豊
田
郡
若
宮
戸
村
百
姓
人
別
送
り
状

（寛
政
５
年
２
月
）

長
左
衛
門
新
田
へ
引
越
の
岡
田
郡
孫
兵
衛
新
田
百
姓
寺
送
り
状

（寛
政
８
年
３
月
）

長
左
衛
門
の
長
左
衛
門
新
田

・
間
中
村
両
給
人
別
加
入

一
件
吟
味
下
げ
に
つ
き
請
書

（享
和
２
年
Ｈ
月
）
…
…
…
…
…
…
９０

御
支
配
出
役
様
な
ど
へ
の
肴
代
と
し
て
近
辺
猟
師
か
ら
入
用
を
取
立
て
た
詫
書

（文
化
３
年
４
月
）

野
州
芳
賀
郡
同
様
に
長
左
衛
門
新
田
へ
も
越
後
国
よ
り
の
入
百
姓
仰
せ
つ
け
願
書

（文
化
３
年
６
月
）

恩
名
村
新
田
用
水
路
と
し
て
菱
毛
谷
悪
水
落
を
用
い
て
よ
い
旨
の
取
替
議
定
書

（文
化
７
年
Ｈ
月
）

新
田
引
請
の
た
め
の
借
金
返
済
難
儀
に
つ
き
二
十
両
拝
借
願
書

（文
化
１０
年
１０
月
）

長
左
衛
門
新
田
へ
引
越
の
沓
掛
村
内
内
野
山
百
姓
人
別
送
り
状

（文
政
１３
年
正
月
）

長
左
衛
門
新
田
へ
引
越
の
結
城
郡
武
井
宿
新
田
百
姓
人
別
送
り
状

（天
保
２
年
正
月
）

長
左
衛
門
新
田
へ
引
越
の
越
中
国
磁
波
郡
よ
り
の
百
姓
の
請
証

（天
保
２
年
正
月
）
‥

長
左
衛
門
新
田
へ
引
越
の
長
二
郎
の
請
証

（天
保
２
年
２
月
）

長
左
衛
門
新
田
へ
引
越
の
越
中
国
幅
波
郡
よ
り
の
百
姓
の
請
証

（天
保
４
年
３
月
）



次

長
左
衛
門
新
田
へ
引
越
の
越
中
国
幅
波
郡
よ
り
の
百
姓
の
請
証

（天
保
４
年
３
月
）

長
左
衛
門
新
田
へ
引
越
の
越
中
国
新
川
郡
よ
り
の
百
姓
の
請
証

（天
保
４
年
３
月
）

長
左
衛
門
新
田
へ
引
越
の
越
中
国
射
水
郡
よ
り
の
百
姓
の
請
証

（天
保
４
年
３
月
）

長
左
衛
門
新
田
へ
引
越
の
結
城
郡
水
口
村
よ
り
の
百
姓
の
請
証

（天
保
４
年
４
月
）

長
左
衛
門
新
田
へ
引
越
の
越
中
国
幅
波
郡
よ
り
の
百
姓
の
請
証

（天
保
４
年
４
月
）

猿
島
郡
長
左
衛
門
新
田
百
姓
の
生
国

・
郡
村
取
調
べ
帳

（天
保
４
年
４
月
）

検
見
廻
村
の
節
の
入
百
姓
共
居
住
励
み
方
な
ど
の
見
分
願
書

（天
保
４
年
１０
月
）

心
得
違
い
の
あ
っ
た
長
左
衛
門
新
田
入
百
姓
の
詫
書

（天
保
５
年
２
月
）

長
左
衛
門
新
田
へ
引
越
の
横
曾
根
古
新
田
百
姓
の
人
別
送
り
状

（天
保
７
年
正
月
）

真
壁
郡
折
本
村
百
姓
娘
の
人
別
送
り
状

（天
保
７
年
３
月
）

入
百
姓
の
家
作
料

。
夫
食
手
当
料
の
再
拝
借
願
書

（天
保
７
年
８
月
）

長
左
衛
門
新
田
へ
引
越
の
越
中
国
碩
波
郡
よ
り
の
百
姓
の
請
証

（天
保
８
年
９
月
）

入
百
姓
扶
持
方
な
ら
び
に
沼
廻
り
賃
銀
小
遣
渡
し

一
式
差
引
帳

（天
保
８
年
１０
月
１
１２
月
）

覚
書
の
う
ち
井
沢
弥
惣
兵
衛
勤
め
書
抜

（天
保
１０
年
９
月
）

拝
借
返
上
納
に
差
詰
り

一
度
欠
落
し
た
入
百
姓
の
詫
書

（天
保
１０
年
１２
月
）

長
左
衛
門
新
田
よ
り
立
帰

っ
た
生
子
村
新
田
百
姓
の
人
別
請
取

（天
保
Ｈ
年
３
月
）

組
合
内
入
百
姓
新
蔵
欠
落
に
つ
き
跡
式
永
続
方
願
書

（天
保
ｎ
年
１２
月
）

飯
沼
新
田
用
悪
水
路
の
定
掛
場
同
様
進
退
の
請
書

（天
保
１３
年
２
月
）

H9 118 117 116 115 114 113 112 1H l10 109 108 107 106 105 104 103 102

116 115 114 114 112 108 107 106 105 105 103 102 101 100 100 99 99
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家
内
一
同
で
逃
亡
し
た
入
百
姓
へ
の
厳
重
利
解
仰
せ
つ
け
願
書

（丑
年
３
月
）
…
…
…

家
内

一
同
欠
落
し
改
心
の
う
え
帰
住
願
い
の
入
百
姓
預
り
証
文

（嘉
永
６
年
３
月
）
…

家
内

一
同
不
斗
立
出
た
入
百
姓
の
帰
住
許
可
願
書

（嘉
永
６
年
３
月
）
…
…
…
…
…
…

家
内

一
同
退
去
し
真
壁
郡
森
添
島
村
に
仮
住
居
し
て
い
た
入
百
姓
の
帰
住
願
い
依
頼
書

家
内

一
同
退
去
し
真
壁
郡
森
添
島
村
に
仮
住
居
中
に
召
捕
ら
れ
た
入
百
姓
の
下
げ
願
書

家
内

一
同
欠
落
し
改
心
の
う
え
帰
住
願
い
の
入
百
姓
預
り
証
文

（嘉
永
６
年
３
月
）

家
内

一
同
不
斗
立
出
た
入
百
姓
の
帰
住
許
可
願
書

（嘉
永
６
年
３
月
）

家
内

一
同
退
去
し
真
壁
郡
森
添
島
村
に
仮
住
居
し
て
い
た
入
百
姓
の
帰
住
願
い
依
頼
書

（嘉
永
６
年
３
月
）

家
内

一
同
退
去
し
真
壁
郡
森
添
島
村
に
仮
住
居
中
に
召
捕
ら
れ
た
入
百
姓
の
下
げ
願
書

（嘉
永
６
年
３
月
）

長
左
衛
門
新
田
へ
引
越
の
横
曾
根
古
新
田
百
姓
の
人
別
送
り
状

（文
久
４
年
２
月
）

私
領
渡
し

。
分
郷
な
ど
せ
ず
に
永
々
御
料
所
据
置
き
再
歎
願
書

（年
末
詳
）

飯
沼
開
発
記
略
下
書

（明
治
１０
年
８
月
）

五
ヵ
国
蚕
種
売
商
売
人
冥
加
金
上
納
願
書

（安
永
３
年
２
月
）

下
猿
島
組
合
二
十
三
ヵ
村
取
締
り
方
議
定
書

（天
明
７
年
３
月
）

な
お
三
年
間
こ
れ
ま
で
通
り
住
宅
さ
せ
て
ほ
し
い
旨
の
一
札

（文
政
３
年
２
月
）

猿
島
郡
仁
連
町

。
同
新
田
農
間
渡
世
者
名
前
取
調
べ
書

（文
政
Ю
年
５
月
）

岡
田
郡
崎
房
村

。
孫
兵
衛
新
田
の
仕
来
り
と
商
人
諸
職
人
の
名
前
書

（文
政
１０
年
１０
月
）

猿
島
郡
長
左
衛
門
新
田
農
間
渡
世
者
名
前
取
調
べ
書

（天
保
９
年
８
月
）

雌
鵬
岬

嘔

励

椰

外

五

十

二

ヵ
村

組

合

質

屋

渡

世

名

前

書

上

帳

（
天

保

１２

年

５

月

）

農
間
余
業
禁
止
に
つ
き
居
酒
商
い
を
止
め
る
旨
の
一
札

（天
保
１３
年
正
月
）

諸
色
値
下
げ
そ
の
ほ
か
取
極
め
連
印
帳

（天
保
１３
年
５
月
）

132 130 130 129 128 127 127 126170 169 146 144 141 139 138 136 135
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御
趣
意
に
つ
き
商
品
値
段

・
職
人
給
金
な
ど
引
下
げ
帳

（天
保
１４
年
８
月
）

勧
農
取
締
り
請
書
な
ら
び
に
教
諭
書
写

（天
保
１５
年
７
月
）

勧
農
請
印
帳

（天
保
１５
年
１０
月
）

岡
田
郡
栗
山
村
新
田
農
業
出
精
人
再
調
べ
。
年
中
休
日
再
調
べ
書
上
帳

（天
保
１５
年
１２
月
）

禁
止
さ
れ
て
い
た
魚
猟
を
し
た
こ
と
の
詫
書

（弘
化
３
年
７
月
）

米
を
除
い
た
産
物
取
調
べ
に
つ
き
上
申
書

（安
政
４
年
正
月
）

用
立
た
な
い
商
品
を
売
り
歩
い
て
い
た
染
草
商
人
の
下
げ
願
書

（文
久
２
年
４
月
）

勘
助
新
田
又
兵
衛
そ
の
ほ
か
の
者
の
所
持
田
を
下
作
植
付
し
た
こ
と
の
詫
書

（慶
応
３
年
８
月
）

隣
村
勘
助
新
田
で
い
わ
れ
な
く
下
作
し
た
こ
と
の
詫
書

（慶
応
３
年
９
月
）

飯
沼
川
魚
水
揚
げ
商
人
仲
間
議
定
書

（明
治
元
年
Ｈ
月
）

猿
島
郡
生
子
村
新
田
農
業
出
精
人
書
上

（明
治
２
年
３
月
）

五
ヵ
組
勧
農
役
心
得
方
申
合
せ
書

（明
治
３
年
正
月
）

豊
田
郡
粟
野
村
物
産
取
調
べ
書

（明
治
８
年
３
月
）

早
稲

・
中
稲
検
見
に
つ
き
仕
付
反
別
上
申
書

（年
末
詳
）

蓮
根
場
年
貢
当
暮
上
納
分
年
延
べ
願
書

（天
明
３
年
１２
月
）

神
田
蓮
雀
町
池
田
屋
藤
兵
衛
蓮
根
仕
切
写

（寛
政
８
年
正
月
）

蓮
場
を
抵
当
に
し
た
借
金
証
文

（寛
政
１２
年
９
月
）

岡
田
郡
栗
山
村
新
田
水
内
反
高
場

・
真
菰
場
水
腐
れ
反
別
小
前
帳

（文
化
９
年
８
月
）

27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12 11 10
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岡
田
郡
馬
場
村
新
田
反
高
蓮
場
取
下
げ
小
前
書
上
帳

（文
政
元
年
９
月
）

岡
田
郡
栗
山
村
新
田
蓮
場
水
腐
れ
小
前
書
上
帳

（文
政
８
年
４
月
）

蓮
根
掘
上
げ
売
捌
き
方
規
定
書

（文
政
Ｈ
年
８
月
）

蓮
場
を
定
取
場
に
し
て
は
し
い
旨
の
願
書

（天
保
３
年
４
月
）

質
地
と
し
て
渡
し
た
蓮
場
を
返
し
て
も
ら
う
に
あ
た
っ
て
の
取
替

一
札

（天
保
１４
年
１２
月
）

蓮
場
を
抵
当
に
し
た
借
金
証
文

（嘉
永
５
年
３
月
）

五
ヵ
年
季
蓮
場
運
上
引
請
証
文

（安
政
６
年
１２
月
）

拝
借
夫
食

・
種
子
貸
返
納
な
ら
び
に
残
金
仕
訳
帳

（寛
延
４
年
７
月
）

大
水
の
た
め
作
物
皆
損
に
つ
き
急
夫
食
拝
借
願
書

（天
明
６
年
７
月
）

天
明
八
年
よ
り
の
貯
穀
斗
立
囲
置
き
員
数
書
上
帳

（文
化
２
年
６
月
）

貯
稗
穀
か
ら
の
夫
食
拝
借
小
前
帳

（文
化
６
年
８
月
）

猿
島
郡
仁
連
町

・
同
新
田
困
窮
人
家
数
人
別
取
調
べ
帳

（天
保
８
年
Ｈ
月
）

貸
附
金
拝
借
証
文
と
そ
の
引
当
の
質
地
証
文

（天
保
１４
年
Ｈ
月
）

猿
島
郡
仁
連
町
勧
農
出
精
人
な
ら
び
に
年
中
休
日
書
上
帳

（天
保
１５
年
６
月
）

猿
島
郡
仁
連
町
新
田
糎
種
拝
借
二
十
五
ヵ
年
賦
返
納
割
付
帳

（天
保
１５
年
１１
月
）

鴻
野
山
村
他
三
ヵ
村
貯
穀
郷
蔵
取
建
て
の
た
め
の
御
林
木
伐
採
と
り
か
か
り
日
延
べ
願
書

（天
保
１５
年
１２
月
）

新
規
取
立
て
貯
穀
郷
蔵
の
出
来
見
込
み
日
限
上
申
書

（弘
化
２
年
３
月
）

夫
食
拝
借
願
い
に
つ
き
生
子
村
新
田
飢
人
取
調
べ
上
申
書

（弘
化
４
年
２
月
）

258 256 255 252 250 248 246 243 242 241 236 236 235 234 233 231 229 228



岡
田
郡
馬
場
村

。
同
村
新
田
郷
蔵
取
潰
し
願
書

（明
治
６
年
９
月
）

岡
田
郡
栗
山
村
地
内
船
通
路
地
所
定
書

（天
明
７
年
２
月
）

郡
役
足
役
を
来
年
よ
り
高
割
に
す
る
こ
と
で
内
済
の
済
口
証
文

（寛
政
４
年
４
月
）

席
舟

一
般
売
渡
し
に
つ
き
帳
面
書
替
え
願
書

（寛
政
１２
年
４
月
）

伝
馬
船

一
般
新
造
に
つ
き
届
書

（寛
政
１３
年
２
月
）

船
改
め
に
つ
き
古
間
木
村
新
田
船
数
取
調
べ
上
申
書

（文
政
１３
年
７
月
）

川
船
改
め
に
つ
き
岡
田
郡
栗
山
村
新
田
上
申
書
類
案
文

（文
政
１３
年
８
月
）

飯
沼
新
田
通
り
村
々
船
数
取
調
べ
書
控

（安
政
７
年
２
月
）

岡
田
郡
鴻
野
山
村

・
同
村
新
田
船
数
取
調
べ
書
上
帳
請
取

新
規
合
船
へ
の
検
印
願
書

（明
治
９
年
２
月
）

岡
田
郡
鴻
野
山
村
沼
下
げ
小
船
数
取
調
べ
上
申
書

（明
治
９
年
２
月
）

享
保
十
四
年
栗
山
村
新
田
年
貢
割
付
状

元
文
四
年
栗
山
村
新
田
年
貢
割
付
状

寛
延
二
年
栗
山
村
新
田
年
貢
割
付
状

宝
暦
九
年
栗
山
村
新
田
年
貢
割
付
状

宝
暦
十
年
栗
山
村
新
田
年
貢
皆
済
目
録

明
和
五
年
栗
山
村
新
田
年
貢
割
付
状

6  5  4  3  2  1  ,電  56 55 54 53 52 51 50 49 48 47 46
租

（明
治
７
年
１２
月
）

271 270 269 265 263 262 261 261 260 259 258283 281 279 277 275 273



明
和
六
年
栗
山
村
新
田
年
貢
皆
済
目
録

24 23 22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12 11  10  9  8  7

安
永
八
年
栗
山
村
新
田
年
貢
割
付
状

安
永
九
年
栗
山
村
新
田
反
高
場
年
貢
皆
済
目
録

寛
政
元
年
栗
山
村
新
田
年
貢
割
付
状

文
化
六
年
栗
山
村
新
田
年
貢
割
付
状

文
政
二
年
栗
山
村
新
田
年
貢
割
付
状

天
保
十
年
栗
山
村
新
田
年
貢
割
付
状

寛
政
元
年
栗
山
村
新
田
反
高
場
年
貢
割
付
状

寛
政
二
年
栗
山
村
新
田
反
高
場
年
貢
皆
済
目
録

寛
政
二
年
栗
山
村
新
田
年
貢
皆
済
目
録

寛
政
十

一
年
栗
山
村
新
田
年
貢
割
付
状

寛
政
十
二
年
栗
山
村
新
田
年
貢
皆
済
目
録

寛
政
十
二
年
栗
山
村
新
田
反
高
場
年
貢
皆
済
目
録

文
化
七
年
栗
山
村
新
田
年
貢
皆
済
目
録

文
政
三
年
栗
山
村
新
田
年
貢
皆
済
目
録

文
政
十

一
年
栗
山
村
新
田
年
貢
割
付
状

文
政
十
二
年
栗
山
村
新
田
年
貢
皆
済
目
録

天
保
十

一
年
栗
山
村
新
田
年
貢
皆
済
目
録

322 318 317 312 310 305 303 299 299 297 294 293 293 292 290 289 286 285


